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図 1.4 

傍注 2) 

下から 5 行目 
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下から 9 行目 

縦軸のラベル：電流 
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です． 
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2 d  0でない有限な値 

縦軸のラベル：運動エネルギー 
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です（i, j, kは，それぞれ x, y, z の単位ベクトル）． 
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下から 11行目 

 

 

傍注 1) 

 

 

問題 3.2, 3) 解答 
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問題 4.2, 1) 
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ナブラと読みます．i, j, kは，それぞれ x, y, zの単位ベ

クトルです． 
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問題 4.2, 1) 

図 4.8 

 

 

 

 

 

 

問題 4.2, 2) 解答 

 

下から 4 行目 

 

 

 

上から 4, 5行目 

 

 

 

下から 2 行目 
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図 6.9 (a) 

 

問題 6.3 の 1） 

 

下から 9 行目 

 

 

 

 

 

上から 16行目 
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問題 8.2 の 5） 

 

図 9.7 
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……ハミルトン演算子に他なりません． 

 

 

 

 

 

軌道エネルギーの低い 
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……ハミルトン演算子に他なりません 1)． 

＊傍注の追加（以下）＊ 

1) 厳密には核間反発項まで含めないといけませんが，

R=一定ですので，ここでは電子に影響する水素分子

イオンのハミルトン演算子という意味です． 

＊以上＊ 
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例題 5.3解答 
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